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学位論文審査結果の要旨
晴乳類の唾椴腺は､口腔内に消化酵封等を含有する唾液を分泌し､摂食峨下機能のみな
らず口腔衛生状態や口腔内組織の健康状礎を維持するために重要な器官である｡唾液腺は､
長い蝉管系を有し､腺終末部に姫液細胞と粘液細Jdを持つ｡一方､Runx/Cbn)シグナリング
は､発生や癌化､幹細胞の維持など､多彩な機能をもつことが報告されている｡特に､歯や
毛包等の器官の上皮に存在する幹鮒庖の維持や､上皮細胞の分化に関与することが明らかに
されている.本論文は､主要な唾液腺の1つである顎下腺に着目し､Runx/Cbfbシグナリング
が唾液腺の発生 .発達にどのように関与するのかを､α偽遺伝子改変動物を用いて検討した
ものである｡
本研究では以下の結果が得られたo1)Runx遺伝子のαサブユニットであるRuDXlおよ
び方uDx2と βサブユニットであるCb伽 )mRNAがマウス顎下腺の導管部に発現していた｡
2)K14プロモーター下でCbn)の機能を阻害した､上皮細胞特異的Cbn)ノックアウトマウス
(以下CbfbcXOマウス)の唾液腺を蔵奏したところ､胎生期ではその表現型は髄められなか
った03)生後4週では､Cb爪)cXOマウスの唾液分泌量が有意に減少し､顎下腺の大きさが
減少した｡4)マイクロアレイ法による花 畑伝子群とBmp遺伝子群の発現解析において､
FgJPn発現がCbfbcKOマウスにおいて有意に減少した05)FGF9は､L'Dn'tTOにおいてヒ
ト唾惟腺由来細胞株 (HSG細胞)の増殖を活性化した｡6)生後4週のCbfbcXOマウスの顎
下腺では､雄の顎下腺に存在する頼粒管組織の占める面積が有意に減少した｡7)マイクロ
アレイ解析の結果では､アンドロゲンシグナリングに関与する複数の遺伝子発現が､
Cbn)cXOマウスの顎下腺で低下していたC
これらの結果から､Runx/Cbfbシグナリングは顎下腺の上皮において､Fgf9の発現の制
御を介して生後の唾液腺細胞の増殖に関与すること､アンドロゲンシグナリングの活性を介
して額粒管の出現に関与することを明らかにしたoこれらは､RunxJCbfbシグナリングの新
たな役割を示した最初の所見であるOまた､唾液腺の生後の発育､ならびに性差による特徴
の違いの分子機構を明らかにする上で新たな知見を与えている｡
上記の審査結果より､審査委員会は木簡文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認
めるO
